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書 評

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 発想

新 しい 問題解決法

　　 中西俊 男　著

（講談社 　Blue　Backs＞

C

（

　 シ ミ ＝レ ーシ
ョ

ン の 意 義，効 用 を写 真，ポ ソ チ 画，

図 面を 多く入れ ，専門 外の 人 に も良 く分 る よ うに 解説

した 本で ある．永年，シ ミ ュ
レ ーシ

ョ
ン の 分野 で 活 躍

され て い る 著者 が解説 して い るだ けあ り，明解で ，説

得力 が ある．

　第 1章 『シ ミ ＝
レ ーシ

ョ
γ とば 』 と シ ミュレ ーシ

ョ

ン の 目的 ， 定義を示 してい る．節として
“
物 まね も利

口 の うち
Pt

，
“

シ ミ ＝ レ ーシ
ョ

ソ は コ ソ ピ＝　
一一タ よ ウ人

間が 得意
”
，
“

コ ソ ピ z
一タ は 人間 の シ ミ ュレ

ー
タ
ー”

とシ ミ s レ L シ
ョ

ソ の 概念を 示 して い る，（以 後
“
　

e’

は 節の 見出を示 す〉そ して
“
モ デ ル は あば た もえ くぼ

式で は 困る
1’

とモ デル の 導入 を示 し，最径に
”
改め て

シ ミニレ ーシ
ョ ン とは

”
と次の よ うに 定義 して い る．

「モ ン テ ・カ ル R 実験，ゲ ーシ ソ グ を 含ん だ モ デ ル 実

験 の 総称 で，最近 で は 時 間経 過 i’C 　ecな う諸事 象 に 開す

る 数値的もし くは 物理 的モ デ ル に よる 実験．

　第 2 章で は 「シ ミ ＝レ ーシ
ョ

ン ・モ デ ル 」 を取 り上

げ，
“一つ の 対象に も モ デ ル は 多 数

”
と対 象 に よ る モ

デ ル と，シ ミ ＝ レ ーシ ョ ン の 方法に 分け t 後者に つ い

て
“
rviVの あ るモ デル と形 の な い モ デ IV

”
と し て

t

物理

モ デ ル
”

と
“
数学 モ デ ル

”
に 分 け る ．数 学 モ デ ル は デ

ィ
ジ タ ル ・モ デ ル と解析的モ デ ル に 分か れ る．コ ソ ピ

ュ
ータ ・シ ミ ュ

レ
ー

シ
ョ

ン は デ ィ
ジ タ ル

・
モ デ ル に よ

る シ ミ ュレ ーシ
ョ

ン の こ とで 以後 これ に つ い て 取 り扱

う．
“
連続変化 モ デ ル は 映画 方式

”
で あ り

“
離散 変化

モ デ ル は ス ライ ド方式
”

であ るとされ，
“
並行現象の

記 述は む ず か しい
”

と簡 単 に ふ れ ら れ，
“
連続 ・離散

折 衷 モ デ ル
”

の 必 要性に 言及 して い る．

　第 3 章 『シ ミ ＝レ ーシ
ョ

ソ の 歴 史』 で は，
“
ア ナ ロ グ

か らデ ィ ジタ ル へ
”

と連続系デ ィ
ジ タ ル ・シ ミ ＝

レ ー

タ ーと して MIDAS ，
　 CSMP ，　 CSSL な どが 出 現 し

“
異 色の シ ミ ュレ ータ ー・DYNAMO ”

が社会経済現

象 の 解折用 に 開発 され，連 続 変化 モ デル の シ ミ ＝
レ ー

シ ョ
ン とは 別に 在庫管理，作業 計画 な どの

“
離散 シ ミ

ェ レ ータ ーの 追い 上げ
”

が始 ま り，これ に は PERT ，

PEP，　RAMPS が あ り，そ の 後，離散 シ ス テ ム の ため

の シ ス テ ム ・シ ミ ュレ ータ と して ．GPSS ，　SIMCRIPT

が 出 て 来 る．

　第4章，『シ ス テ ム の 構成 と技法』 で は
‘‘

シ ミ ；
レ ー

シ ョ ン 言語
”

として
‘‘
単純明 快な GPSS 　プ 卩 グ ラ ミ

ン グ
”

を用 い て シ ミ＝レ ーシ
ョ

ン の 概念を 説明 し て い

る．

　第 5章 『世 界で い ちば ん 普及 して い る技法』 と し て

GPSS が あ り
“GPSS に よる シ ミ ＝

レ ーシ
ョ

ン の 具体

例
”

と して
“

ス
ーパ ー・

マ
ー

ケ ッ トの 場 合
”
，
“
生 産工

場 の 場合
”

をあげ，プ ロ グ ラ ム ，リス ト，結果 を示 し

て い る ．

　第 6章 『教育
・
訓練に 成果を上げる』 で

“

なぜ，シ

ミ ュ
レ ーシ

ョ
ン な の か

一目的 と効用
”

に て コ ン ビ＝一

タ に 考え させ ，人間 と と もに 試行錯誤させ て最適な シ

ス テ ム を つ くろ う とい うの が，シ ミ ；
レ ーシ

ョ
ン の 目

的で ある と され，シ ミ ュ レ ー
シ g ン の こ の 効用 の 1つ

に
“

ト レ ーニ ン グ の た め に
”

と訓練用 シ ミ ュレ ータ を

示 され ，
‘‘
航空機 とパ イ ＝

ッ トの た め に
”
，
“
ス ペ ース シ

ャ トル の 操縦訓 練
”
，
“
化学 プ ラ ン トな どの プ ロ セ ス オ

ベ レ ーシ
ョ

ン
”

，
“
原子力 プ ラ ン トの 訓練に

「’
，

“

救急蘇

生 術 訓 練 用
”
，
“
ビ ジ ネ ス ・ゲ ー

厶
’P

を 示 し て い る．著

者らの 開発 した 研究開発管理 者訓練 の た め の シ ス テ ム

ズ 。ゲ ーム KREMEX に つ い て も述べ られ てい る．

　第 7 章 『世界 の 交通を さば く技術』 は，
“

交通 シ ス

テ ム の 革新
”

と して
“
道路 交 面 シ ス テ ム の た め に

”
，

“
鉄道輪送 の 制御に も

”
，
“
防 空の た め に 生 まれ た 航空

管制 U ア ビュー
タ
。シ ス テ ム

”
を 上げ，自動車 ， 鉄道，

航空機に 関す る營制 シ ス テ ム を取 りあげて い る．具体

例 と し て
“
道路交通 シ ス テ ム ・シ ミ ＝レ ーシ

ョ
ン ー

TRACSS ’「
t

“
新幹線列車の ダ イ ヤ ル を守るた あ に

一

STRATS ”
，航空管制 に 関 して は

‘‘
架空の 外的条件を

自在に つ く り出す RDPS ”
を示 し，特 に 鉄 道に 関 して

は 著者 の 専門 で もあ り，
“
東北 ・上 越新幹線 も開 業前

か ら仮想列 車が 走 る
”

な ど豊 富 な説 明 と シ ミ 昌レ ーシ

ョ ン 結果を示 して い る．

　第 8章 『コ ン ビ ＝
一タ を 生 む コ ン ビ ＝ 　一一タ 』 で は
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“
コ ン ビ＝一

タ づ く りに も威力
”

と CAD と
“

コ ン ビ

＝一タ ・シ ス テ ム の シ ミ ュレ ーシ
ョ

ン
”

と コ ン ピ ュー

タ ・シ ス テ ム の 性 能評 価に 言 及 して い る．

　第 9 章 『生活環境 へ も応用 の 道』 と
“

環覓ア セ ス メ

V トに 最適
”
，

“

環境シ ス テ ム ・モ デ ル
”

に ふれ，
“
潮

流 の モ デ ル
”
，
“
河川 流 の 流出解折モ デ ル

”
に つ い て 解

折結果を示 して い る．

　第 10章 『生物 の 動態予測』として
“
中国の 人 口 予

測 モ デ ル
”

に つ い て 述 べ て い る．

　第 11章 『シ ミュレ ーシ
ョ

ン の 将来』と して，
“

コ ン

ビ ；
一タ と人間の よ り緊密な協調を可能 に す るに は

”

，
“
オ ン ラ イ ン 化 が 人 間 との 協 調 をす す め る

”
，
“
よ り 現

実味を もた せ る に は
”

と人間の 補助手段 と して の 立場

を 強調 し，
“
ス ーパ ー・コ ン ビ ＝

一タ の 登場
”
，

“
ハ イ

ブ リ ッ ド・
シ ス テ ム の 効用

”

とデ ィ ジ タ ル ・コ ン ピ ュ

ー
タ の 能力を 過大 評 価せ ず，現物 と抽象化 され た モ デ

ル を連動 させ て行 な うぺ きで ，
コ ン ピ ュー

タ ・シ ミ
；

レ ー
シ ョ

ン は まだ揺籃時代で あり，多くの努力が必要

で あ る と結 ん で い る．本書 は 著者 の シ ミ ュレ ーシ
ョ

ン

に 対す る考え 方，取 り緯 み 方 を 示 し，シ ミ ；レ ーシ
ョ

ン 分野 に興味と関心 を有する もの に と り，一読に 価す

る 書 物 で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　 （小野祐
一

　電総研）

礎

i学 会 だ
　　　　　 ｝

よ　 り 1
　　　　　3

昭和59年度委員会 ・研究会 。専門部会

編集委員会

　委員長 　　茅 　陽
一

（東大）

　副委員長　古 田勝久 （東工 大）

　幹　事　　石 谷　久 （東大），小野祐
一

（電総研）

企 画 運営委員会

　委員長 　　高 羽 禎 雄 （東大 ）

　副委員長　武田俊男 （日本ア イ ・ピー・エ ム）

　幹　事　　都井　裕 （東大），原 田紀夫 （日 本電気）

シ ミ ュレ ーシ
ョ

ン ・テ ク ノ ロ ジー。コ ン フ
ァ

レ ン ス 実

行 委員会

　委員長　　黒川
一

夫 （会長 ・東京理科大）

国際 コ レ 7
ア

レ ン ス 準備委員会

　委員長　　茅　陽一 （東 大 ）

計算力学研究会

計算力学専門部会

　主 査 　川 井忠彦 （東 大）

　幹 事 　 加川 幸雄 （富 山 大），都井 裕 （東大）

シ ス テ ム ア ナ リシ ス ／ シ ミ ＝
レ ーシ ョ ン 研究会

　主 査 茅 陽一 （東大）

　幹　事 　　石 川 真 澄 （電 総 研 〉，堀　洋一 （東 大 ）

信号処 理 技術研究会

　主 査 　森 真作 （慶大）

　幹　事　　石田義久 （明大）， 須見　彰 （横河北辰

　　　　　　電機）

交通 ・
運輸 （応用技法）研究会

　主 査 　高羽碵雄 （東大）

　幹 事 　石 谷 久 （東大）

昭和59年度主要行事予定

見学会　59．1L29 （木 ）三 鷹電 電 ビ ル INS 実 験 シ ス

　 　 テ ム

第 5 回 研究発表会　59．ユユ．30 （金）於サ ン シ ャ イ ン 文

　　化会館　一般講演25件

第 6 回 電気 ・電子 工 学 へ の 有限要素法 の 応用 シ ン ポ ジ

　　ゥ ム 　60．3．25 （月）〜27 （水）於 サ ン シ t イ ン 文

　　化会館．第 1 日　（3．25（月）） は電気
・
電子工 学へ

　　の 境界 要 素法 応 用 の 入 門 セ ミ ナ
ー，第 2 ，3 日は シ

　　 ン ポ ジ ウ ム を開催，論文応募締切　59．12．ユ7（月）

　　原稿締切　60．2．ユ6 （木）

第 5 回 シ ミ ；レ P シ tt ン
・

テ ク ノ ロ ジ 冖。コ ン 7
ア

レ

　　 ソ ス 　60．6．18 （火）〜19 （水 ）於学士 会館本館

　　応募締切　60．L16 （水）原 稿締切　60，4．16（火）

国際 コ ン フ ァ レ ン ス に つ い て

　　本会が 昭 和61年に 東京で 開催す る 国際 コ ン フ
ァ

レ

　　ン ス の 計画が ， 同準備委員会に よ っ て すす め られ

一 58 一
シ ミュレ ーシ ョ ン 第 3 巻第 3 号

（

N 工工
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